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区の考える、要求水準をしっかりと満たすため。

※競争的対話を複数回、行っていくというものだが。

区民センターの建て替えにおける

事業者の公募スケジュールを３か月後ろ倒し。

ウラ・不登校児童についてなど

目黒区民センターの建て替えについて今年度は

事業者の公募が行われ、来年度７月ごろに事業締

結が行われる予定でした。しかし、先日行った、

事業者への意見聴取の中で、スケジュールの猶予

期間の要望と、確実な提案のために、競争的対話

を導入してほしいとの声を数多くいただき、３か

月間のスケジュール後ろ倒しを決定しました。

よって、事業締結は来年度の１０月頃です。

※競争的対話とは今年度のスケジュールと
変更点について 区と事業者との意思疎通を十分に行い、提案に

反映するための対話機会。PFI事業において一般的

に取り入れられているものと説明をうけました。

区が競争的対話を行うことは初めてです。区は

定めた要求水準によりかなうために導入をしてい

くということだが、事業締結まではＰＦＩ事業の

性質上、区民に公開されることはない

と思われます。区民の意見や声が置き

去りにされぬよう注視していきます。



近年、不登校児童・生徒数は全国的にも

増加をし続けており、生徒指導上の喫緊の

課題となっています。

目黒区においても、令和４年度の調査の

結果から、小学校の不登校児童数は１５２

人（当該年度に３０日以上欠席した児童生

徒）、不登校出現率は１．５％、中学校の

不登校生徒数は１９９人、不登校出現率は

７．２％と増加傾向にあり、特に、中学校

の不登校出現率については国や都の数値を

超えた状況です。また、不登校ではないが、

教室には行けない生徒などの不登校予備軍

などといわれる児童生徒の数を考慮すると

さらに潜在的にも多くなると思われます。

また目黒区では昨年度に区民の方からも、

『急増する「不登校生」の学習権を保障す

る新しい教育の場の設置を求める陳情』が

提出され、目黒区議会で採択されました。

子どもたちの安心できる居場所づくりを

今後も進める立場で頑張ります。

なんでも相談お越しください

住所：洗足１－１２－１６ 山田荘１０２号 （右地図）

５月 ７・２１・２８（火）午後７時～ ※

※無料法律相談は対面相談のみ

５月１４日（火） 午後７時～ ※要予約 ご連絡をお願いします。

※区議団の弁護士無料法律相談 ※要予約

５月１６日（木） 午後２時～

目黒区総合庁舎５階 日本共産党控室 予約は芋川まで

目的

（１）子どもが学校を休む状況にある保護

者の不安を軽減する。

（２）学校を休む子どもの状態に合わせ、

子どもとのかかわりや、子どもを支援する

ための保護者の行動について一定の方向性

を示す。

（３）保護者を支援する相談機関等につい

て周知する。

ぜひ、ご覧

になってい

ただき、ご

意見をいた

だければと

思います。


